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２００７年千葉県フットサルリーグ実施要項 

２００７千葉県フットサルリーグ 

実 施 要 項 

 

大 会 名 称 ： ２００７千葉県フットサルリーグ （略称：CFL） 

主 催 ： 社団法人千葉県サッカー協会フットサル連盟 

主 管 ： 社団法人千葉県サッカー協会フットサル連盟・千葉市サッカー協会フットサル専門委員会 

協 賛 ： 株式会社 ROYAL（予定）、株式会社モルテン（予定） 

開 催 期 間 ： ２００７年４月～２００７年２月 

会 場 ： 県内体育館及び民間を含むフットサル施設 

表 彰 ： 優勝…優勝カップ及び表彰状、準優勝／３位…表彰状をそれぞれ授与する。 

※優勝カップは持回りとし、２００８年第１回千葉県フットサルリーグ運営委員会においてカップの

返還及びレプリカの授与式を行う。） 

参 加 資 格 ： １）２００６年度千葉県フットサルリーグ所属チーム及びチャレンジリーグチャンピオンシップにより

参加権を得たチームであること。 

２）平成１９年度（財）日本サッカー協会及び（社）千葉県サッカー協会フットサル連盟のフットサ

ル大会登録が完了したチームで、１５歳以上（１９９２年４月１日以前生まれ）の選手で構成さ

れていること。 

３）チームを構成する選手は、平成１９年度（財）日本サッカー協会のフットサル個人登録を完了

していること。 

４）登録選手の上限は設けないこととする。なお、外国籍選手の登録は４名までとし、試合中同

時にピッチ内に２名を越えて出場してはならない。 

５）女性の出場を認める。 

６）平成１９年度大会登録時に帯同審判員（フットサル４級以上）を確保できること。 

※１部リーグ･･･３名以上 ２部リーグ･･･４名以上 

７）チーム・選手及び役員は、他の都道府県リーグ及び上位リーグに登録していないこと。二重

登録は認めない。（千葉県チャレンジリーグへの登録も不可とする） 

８）参加選手は、傷害保険（スポーツ安全保険等）に加入していること。保険証または加入証明

書のコピーを運営委員会に提出すること。※追加･移籍選手についても同様である。 

９）代表者は２０歳以上の者で、当該チームを指導掌握し責任を負うことのできる者であること。 

10) リーグ運営に積極的に協力できること。 

参 加 チーム ： ２００７年度リーグに参加するチーム数は、以下の通りとする。 

※１部リーグ・・・９チーム ２部リーグ・・・最大１８チーム 

ユニフォーム ： １）本大会登録票に記載されたもののみ使用できる。 

２）大会登録後の背番号及びユニフォーム色・デザイン等の変更については、（財）日本サッカー

協会登録変更承認を得た場合のみこれを承認する。 

３）ユニフォームの広告表示については、（財）日本サッカー協会『ユニフォーム規定』に基づき、

承認を得た場合のみこれを認める。 

 （申請費用は、１０，５００円。申請用紙は(社)千葉県サッカー協会へ問い合わせること） 

４）ユニフォーム（シャツ／ショーツ／ソックス）は、フィールドプレーヤー・ゴールキーパーとも正

のほかに、副として正と異なる色彩のユニフォームをフットサル大会登録票に記載し、必ず携

行すること。尚、細部は、『ユニフォーム規定』に準ずる。 

５）審判と同一または類似した色（黒または紺等）のユニフォームを用いることはできない。ゴー

ルキーパーについても同様である。また、汗による変色で審判と同一または類似した色とな

るユニフォームも使用できない。ショーツ（トラウザー）及びソックスの黒×黒等の組合せは認

めない。 

６）ゴールキーパーがトラウザー（スウエット）を着用する場合は、登録されたショーツと同色のも

のとする。 

７）長袖のインナーシャツを着用する場合は、ユニフォームと同色であること。長袖のインナーシ

ャツを複数人数が着用する場合は、同デザインの物でなければならない。 

８）タイツの着用は認めない。また、インナーショーツはショーツと同色のもののみ着用を認めら

れる。 
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競 技 規 定 ： １）当該年度（財）日本サッカー協会発行の「フットサル競技規則」及び決定事項による。 

２）本リーグにおいて退場を命ぜられた選手は、次の公式戦１試合に出場できない。それ以降の

処置については本リーグ規律委員会において審議・決定する。 

３）本リーグ期間中に警告を３回受けた選手は、次のリーグ戦１試合に出場できない。以降、年

間で警告を受けた回数が６回で２試合の出場停止とする。 

４）競技規定第２項及び第３項で示す出場停止者は、フィールド，ベンチなどに立ち入ることはで

きないものとする。 また、観客席で試合を観戦することができるが、携帯電話等の機器を使

用する等の一切の方法により他の選手等への指示、助言等を行うことはできないものとす

る。守られない場合は、会場から退席して頂き、以降の処分について規律委員会にて協議し

決定する。 

５）競技時間は、４０分（前後半２０分）のプレーイングタイム。ハーフタイムのインターバルは５分

とする。 

６）ピッチサイズは原則、２５～４２ｍ×１５～２５ｍとする。可能な限り国際試合可能なピッチサイ

ズで行う。（国際試合の場合３８～４２ｍ×１８～２２ｍ） 

７）試合球は、(財)日本サッカー協会フットサル公認球を使用する。 

８）シューズは、スパイクシューズ及び靴底が着色されたものは使用できない。（靴底は飴色若し

くは、ノンマーキング表示が確認できるもののみ使用可。）但し、人工芝等のフットサル施設に

おいては、当該施設で許可されかつ主審が安全と認めたもののみ認める。 
９）レガース（すね当て）は、必ず着用すること。 
10）ベンチに着席出来る人数は、フットサル大会登録票及び役員登録票により本大会にあらか
じめ登録され、試合前に提出したメンバー票に記載された交代要員７名・役員４名の１１名を

上限とする。 

11）フィールドプレーヤーとしてプレーした競技者がゴールキーパーとしてプレーする場合は、ゴ

ールキーパーのユニフォームと同色・同デザインであることを基本とする。また、事前に登録

されたゴールキーパー及びフィールドプレーヤーのユニフォームの中から選択し着用すること

もできる。但し、その試合で着用されるそれぞれのフィールドプレーヤー及び相手ゴールキー

パーの色と異なり、試合前のマネージャーズミーティングにおいて主審に承認された場合に

限り着用を認められる。また、競技者が着用するユニフォームには試合前に提出したメンバ

ー票に記載されたその競技者自身の背番号を付けなければならない。なお、ケガや退場処

分等の突発的な諸事情によりゴールキーパーが不在でかつ準備が整っていない場合、主審

の判断によりゴールキーパーのユニフォームを前述以外のユニフォームで代用できるものと

する。 

競 技 方 法 ： １）１部リーグは９チームによる総当り２回戦を行う。 

２部リーグは１８チームによる総当り１回戦を行う。 

２）各リーグの順位は、総勝点、得失点差、総得点、当該チームどうしの勝敗の順で決定し、そ

れでも決しない場合は、抽選により順位を決定する。 

勝ち＝３点、引き分け＝１点、負け＝０点、不戦敗＝－１点 

３）放棄試合が発生した場合は、勝点＝－１、得点＝０点、失点＝５点とする。さらに連絡無しの

不戦敗の場合は、次節以降の試合を没収し、その処置について本リーグ規律委員会におい

て審議・決定する。 
４）１部リーグ成績優秀チームは、２００８年度に開催される第１０回関東フットサルリーグ２部リ

ーグ参入戦への出場義務を負う。 
５）（案）２００７年度１部リーグ下位チームと２部リーグ上位チームにおいて入替戦を開催する。２

部リーグ下位チームは２部リーグからの降格となる。ただし参入戦への出場を認める。関東フ

ットサルリーグからの降格があった場合は、降格チームを加えて１部リーグを開催する。（最大

１１チームでの開催）※詳細は第２回以降の運営会議で決定する。 

代 表 者 会 議 ： ２００６年３月２５日（日）１８：００～スポーツ科学センター 第２・３研修室 

問 合 せ ： 問い合わせ窓口：2007cfl_master@cfa-futsal.com 

○リーグ総括担当：千葉県サッカー協会フットサル連盟 工藤 鋭 

○１部リーグ担当：千葉県サッカー協会フットサル連盟 渡邉 一夫 

○２部リーグ担当：千葉県サッカー協会フットサル連盟 小出崎 基晴 

 


